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「学習デザインガイドブック」について 

 

「学習デザインガイドブック」(以降「ガイドブック」と表記)は、令和 3 年度の校内研究（テーマ「知

的障害教育における主体的・対話的で深い学び(以降「主体的…学び」と表記)の実現に向けた授業改善

～体験的な学習・生活に結びついた学習の在り方について～」）の取組として、 学習指導要領に示され

た趣旨に沿った指導の在り方を、研究授業を通して考察し、まとめたものです。 

また、本書と併せて生徒向けに作成した「学習の手引き」(以降「手引き」と表記)は、校内研究を通

して教師間で共通理解を図った基本的な授業の組み立てや学習の進め方について、生徒も同じように理

解することで学習へのより主体的な取組を促すことをねらいとしています。年度初めの学年集会や各教

科等のオリエンテーションや、ＬＨＲや各授業の指導資料として活用したいと思います。 

 

本校の研究では、「主体的…学び」の実現に向けた授業改善の在り方について、学習指導要領が示す

「授業の方法や技術の改善のみを意図するものではなく」「基礎的・基本的な知識及び技能の習得に課

題がある場合には，それを身に付けさせるために，生徒の学びを深めたり主体性を引き出したりといっ

た工夫を重ねながら，確実な習得を図ることを重視すること。」※１ との考え方を取組の要点として研究

を進めてきました。 

この「学習デザインガイドブック」には、学習の基本的な組み立てや、それについて共通理解をし、

各先生に日常的な実践に反映させていただきたい事項がまとめられています。 

本書が、生徒と教師の共同作業による、本校の学びのスタンダードとして「主体的・対話的で深い学

び」の実現に向けた授業改善にご活用いただければと思います。 

※１ 特別支援学校学習指導要領解説 総則等編(高等部) 第２節 改定の基本方針 １③「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進 より 
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１ 本校における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の在り方について 
 
本校では学習指導要領に示された「主体的…学び」の実現に向けた授業改善に照らして、本校の学校

教育目標及び教育課程に係る諸計画と、本校生徒の実態を合わせて、本校における「主体的…学び」の
実現に向けた授業改善の在り方を次のようにまとめました。 
【本校における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の在り方】 
１ これまで行ってきた学習指導を、学習指導要領に示された「主体的・対話的で深い学び」の実現 
に向けた授業改善の趣旨に照らして整理し、学習活動の質を改善・充実させるものである。 

２ 生徒の実態に応じ、生徒自身の学びとなり、生徒の生活にいきる学力の育成を目指すものである。 
３ 本校における学習指導の基礎・基本として共通理解を図り、各授業の実践に反映させるものであ
る。   

 
２ 本校における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の在り方についての共通理解
～「生徒自身の学びとなる」ことと「わかる」「できる」「いきる」の視点 

 
(１) 学習指導要領に示された「主体的…」の実現に向けた授業改善の趣旨の共通理解 
 
１ これまで行ってきた学習指導を、学習指導要領に示された「主体的・対話的で深い学び」の実現に
向けた授業改善の趣旨に照らして整理し、学習活動の質を改善・充実させるものである。 

  
学習指導要領及び学習指導要領解説に示された「主体的…学び」及び「知的障害教育における基本的

な対応」を集約し、「主体的・対話的で深い学び」についての基本的な事項としてまとめ、知的障害教育
における「主体的…学び」の実現に向けた授業改善の基礎・基本として共通理解を図り、学習指導計画
の骨子となるべき内容として押さえました。 
【掲載場所～ガイドブック２６頁】「主体的・対話的で深い学び」についての基本的な事項（改訂版） 
 
(２)「主体的…学び」の実現に向けた授業改善のポイントは「生徒自身の学びとなる」こと 
 
２ 生徒の実態に応じ、生徒自身の学びとなり、生徒の生活にいきる学力の育成を目指すものである。 

 
研究授業を通して、日常の実践を振り返ったときにまだまだ教師主導の学習が多く行われているとい

う反省が先生方からあがりました。 
生徒が教師の説明を聞いたり、プリントに記入したりしているときに、生徒は主体的に理解しようと

したり考えたりする活動ができているのか。学習目標の達成に向けた主体的な取組になっているのだろ
うか。 
そこで、「主体的…学び」となるためのポイントとして、「生徒自身の学びとなる」という言葉を用い

て押さえました。 
これは、生徒が単に教師の指示通りに取り組むだけではなく、「何を学んでいるのか」「何ができるよ

うになればよいのか」を理解し、学習目標の達成に向けて自ら考えたり、気づいたりしながら活動して
いるということです。 
そして、そのような学びになるための視点を、実際の指導場面における指導内容と対応させて捉える

試みとして「わかる」「できる」「いきる」としてまとめました。 
【掲載場所～ガイドブック２頁】 
 
(３)「わかる」「できる」「いきる」による学習指導の基礎・基本の共通理解 
 
３ 本校における学習指導の基礎・基本として共通理解を図り、各授業の実践に反映させるものである。   

 

 学習指導の基礎的・基本的な事項を「わかる」「できる」「いきる」という表現を用いて「生徒自身の

学びとなる」ために必要な視点とし、指導場面と対応させて整理しました。 

また、「学習目標」、「学習予定」、学習に必要な「基礎・基本となる知識・技能の確認と習得」、「自己

評価」による学習の振り返りを「学習の基本的な指導事項」とし、日常の学習指導で共通して指導する

事項として、本校における『「主体的…学び」の実現に向けた授業改善』を目指しました。 
【掲載場所～ガイドブック３頁】 
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３ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善と「生徒自身の学びとなる」ための視点 
「わかる」「できる」「いきる」について (「学習の手引き」：授業の組み立て～3 つの段階～) 
 
生徒がより主体的に学習に取り組むことができるためには、授業における、いわゆる「できる状況作

り」が重要となります。 
本校では、本研究において、『「主体的…学び」の実現に向けた授業改善』として、「生徒自身の学び

となる」ための「できる状況作り」の視点を「わかる」「できる」「いきる」という言葉を用いてまとめ
ました。 
また、「わかる」「できる」「いきる」の視点を実践に生かすために、それぞれの視点に対する具体的な

指導内容を「学習の基本的な指導事項」として設定しました。教科等の特性や、授業の進め方により、
それぞれに合わせた形で指導されると思われますが、「できる状況作り」のための、本校の学習活動の基
礎的・基本的な支援の手立てとして、各教科等の指導で共通して取り組むこととします。 

 
※「わかる」「できる」「いきる」は、学習の基本的な展開である「導入」「展開」「まとめ」と概ね同じ
内容として捉えることができ、生徒向け資料の「学習の手引き」では、授業の進め方として理解でき
るように「授業の組み立て～3 つの段階～」と表しましたが、ガイドブックの中ではあくまでも「主
体的…学び」のための授業改善の視点として押さえました。 
 

(１) 「わかる」～「主体的な学び」を引き出すための視点 
 
 学習指導要領解説では、「主体的な学び」の視点を次のように説明しています。 

 

① 学ぶことに興味や関心をもち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら，見通しをもっ

て粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が実現できて

いるかという視点。※特別支援学校学習指導要領解説 総則等編(高等部) 158 頁より 

 

どのような活動に取り組む際でも、主体的に活動していくためには、その内容や目的などを理解して

いることと、取り組むために必要な力をもっていることが必要です。 

「わかる」は主に授業の導入段階において、生徒が学習の内容や方法を理解しながら学習に見通しを

もつことと、学習に必要な基礎的、基本的な知識・技能を習得し、次の段階（「できる」）への準備を

整えることで、「主体的な学び」を引き出すことを目的とした視点です。 

「わかる」に関しては、生徒が主体的に学習に取り組んでいくために必要な「ア 『学習目標』の提

示」「イ 『学習予定』の提示』「ウ 『基礎・基本となる知識・技能』の確認と習得」の 3 点を「学

習活動の基本的な指導事項」としました。 

 

ア 「学習目標」の提示 

 単元・題材や、毎時間における授業の導入段階で、学習目標を生徒に提示します。 

 学習目標の理解は、生徒が何を学ぶのかを意識して、主体的に学習に取り組むためのポイントとなる

ため、抽象的にならず、学習内容と合わせて具体的な取り組み方がイメージできるような表現を心掛け

ましょう。 

 また、学習目標は評価の際の観点(評価規準)となるので、自己評価の際に、目標に対して個々の生徒

が達成の状況を判断できるようになることも大切です。 

 さらに、学習目標は、授業の中で常にそこに立ち戻り、学習の状況を振り返るためにも活用されます

ので、簡潔でわかりやすい表現とすることが必要です。 

 学習目標の設定や提示については、学習予定の提示などと合わせて、生徒が、何を学ぶかを十分に「わ

かる」ように工夫しましょう。 

【学習目標】のポイント 

・学習活動を踏まえ、達成すべき状況をわかりやすく、簡潔且つ具体的に示す。 

・板書などで授業中に常に意識できるようにする。 

・生徒が目標に対する達成度を適切に自己評価することができるようにする。 
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イ 「学習予定」の提示 

 単元・題材や本時における学習の導入段階や学習過程において、学習目標と合わせて、学習の期間、

時間配分や活動内容、分量などを提示し、生徒が見通しをもって主体的に学習に取り組めるようにしま

す。 

 「学習予定」は、単にスケジュールを示すだけではなく、学習目標と合わせて単元等の大まかな組み

立てを理解したり、前後の学習や前年の学習とのつながりを理解したり、学習の必要性や意義、他の教

科等や行事との関連、生活に生かす視点などを合わせて理解させる目的もあります。 

また、苦手意識のある生徒には、十分な練習や準備の時間が用意されていることを示して安心させた

り、終了の目途を明らかにして意欲を継続できるようにしたりなど、生徒への動機付けや意欲を継続で

きるようにすることなどの目的も含んでいます。 

 学習予定は、授業のはじめに提示するだけでなく、学習の過程で、生徒が自分の学習の経過を振り返

り、進度や取組方を調整したりする「学びに向かう力、人間性等に関する目標」の達成にも活用できま

す。 

【学習予定】のポイント 

・生徒が単元・題材、またはこの 1 時間に取り組む学習内容、方法（時間配分や学習の分量など）を

理解し、取組への見通しをもち、意欲をもつことができるようにする。 

・示された学習予定に対して、個々の生徒が自分の進度や活動の仕方を考え、調整できるようにする。 

・前後の学習や他の教科、行事等とのつながりを理解することができるようにする。 

・学習の意義や必要性、生活に活かす視点とのつながりを示す。 

 

ウ 「基礎・基本となる知識・技能」の確認(基礎・基本の吟味と生徒の実態把握)と習得 

 特別支援学校学習指導要領解説には「オ 基礎的・基本的な知識及び技能の習得に課題がある場合に

は，それを身に付けさせるために，生徒の学びを深めたり主体性を引き出したりといった工夫を重ねな

がら，確実な習得を図ることを重視すること。」と示されています。 

※特別支援学校学習指導要領解説 総則等編(高等部) 第２節 改定の基本方針 １③「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進より 

「わかる」は「できる」ための準備と押さえていますが、生徒が目標達成に向けて活動「できる」た

めには、どのような「基礎・基本となる知識・技能」が必要かを考え、吟味をすることが大切です。 

更に生徒がその「基礎・基本」をどの程度習得しているかを確認(実態把握)しておく必要があります。 

また、生徒も今取り組んでいる学習の「基礎・基本となる知識・技能」を理解して、「どんな知識・技

能を使って何ができるようになることを目指しているか」を意識しながら学習できるようにしましょう。 

 

【基礎・基本となる知識・技能】のポイント 

・学習活動に必要な「基礎・基本となる知識・技能」を吟味する。 

・学習活動に必要な「基礎・基本となる知識・技能」についての生徒の実態を把握する。 

・「学習目標」「学習予定」「基礎・基本となる知識・技能」を合わせて考え、「できる」ようになる

ための学習計画を立てる。 

・生徒にも、学習活動に必要な「基礎・基本となる知識・技能」を示し、意識させる。 
 
(２) 「できる」～「対話的な学び」や「深い学び」の場としての質の高い学び 

 
学習指導要領解説では「対話的な学び」、「深い学び」を次のように説明しています。 

② 子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ，自

己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているかという視点。 

③ 習得・活用・探究という学びの過程の中で，各教科・科目等又は各教科等の特質に応じた「見方・

考え方」を働かせながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して考えを形成

したり，問題を見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い

学び」が実現できているかという視点。※特別支援学校学習指導要領解説 総則等編(高等部) 158 頁より 
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「わかる」視点による指導が、生徒が学習内容に見通しをもち、主体的に取り組んでいくことのでき

る準備であるとすると、「できる」は、学習目標の達成に向けた学習活動が、「生徒自身の学び」として

「対話的な学び」や「深い学び」となるための視点と考えます。 

そのために大切なのが「できる」の具体的なイメージをもつことと、「見方・考え方」です。 

例えば美術の「食」をテーマとした啓発ポスターを作るという授業で、ある生徒が給食の絵を描き、

「好き嫌いをなくそう」という言葉を画面に入れた作品を作ったとします。   

確かにテーマに沿った作品にはなりましたが、アイデアとしてはあまり工夫があるとは思えません。 

「できる」とは、「ただできる」のではなく、生徒が主体的に試行錯誤をしながら、学習を深めるよ

うな活動が「できる」ということです。 

そのためには、「できる」ということが具体的にどのように「できる」ことなのか、学習を深めると

いうのはどういう活動ができていることなのかについて、教師がイメージをもち、その活動を引き出す

ための指導、支援を行うことが必要です。 

そしてその支援により、生徒が「ただできる」と「できる」の違いを理解できれば、「できる」よう

になるために主体的に取り組み、深い学びに向かうことができると考えられます。 

ポスターの例では、まず生徒がアイデアの工夫について、感じたり判断したりできる力を付ける指導

が必要でした。例えば参考作品を鑑賞して、絵や言葉の組み合わせを工夫することがポスターのメッセ

ージを効果的に伝えることを理解できれば、“効果的に伝えているか”という視点をもって作品のアイデ

アを考えることができたかもしれません。このように考える視点が、「わかる」で示している「基礎・

基本となる知識・技能」であり、これが、各教科等における「見方・考え方」ということができるので

はないかと思います。 

何がどのように「できる」かを具体的にイメージできることによって、そのために何が「わかる」必

要があるかを考えることができるのだと思います。ですから、「わかる」で考えた視点は、この「でき

る」の視点をどのように押さえて考えるのかが大切になってきます。 

生徒の実態、教師がイメージする学習活動、そこで働かせる「見方・考え方」や取組に必要な「基礎・

基本となる知識・技能」の指導を合わせて考えていくことで、生徒は学習目標の達成に向けた学習活動

を、より「主体的…な学び」として取り組むことができると考えます。 

 また、「できる」で大切なもう一つの視点は、「どのように学ぶか」ということです。 

学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の配慮事項」として、「言

語環境の整備と言語活動の充実」「コンピュータ等や教材・教具の活用」「体験活動」「見通しを立て

たり、振り返ったりする学習活動」「学校図書館、地域の施設の利活用」をあげています。 

「できる」ためには、これらを活用しながらより深い学びとなるような、学習活動の工夫が必要です。 

様々な体験や、地域の方との関わりの中で学ぶことの有意義さについては、誰もが実感できるもので

す。深い学びが「できる」ためには、教材教具、体験、人材や施設利用など、「どのように学ぶか」と

いう視点が重要です。 
【できる】の視点 
〇学習目標の達成に向けた学習活動を次の視点で捉えて計画する。 
・生徒の実態(何がどの程度できる)を押さえる。 
・教師が学習活動を具体的にイメージする。(何がどのようにできていることか) 
・そこで働かせる「見方・考え方」（「基礎・基本となる知識・技能」）を考え、習得できるよ 
うにする。 
・教材教具や体験を取り入れるなど「どのように学ぶか」を工夫する。 

 
「見方・考え方」について 
主体的・対話的で深い学びの実現を目指して授業改善を進めるに当たり，特に「深い学び」の視点に関

して，各教科・科目等又は各教科等の学びの深まりの鍵となるのが「見方・考え方」である。各教科・科
目等又は各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方である「見方・考え方」は，新しい知識及び
技能を既にもっている知識及び技能と結び付けながら社会の中で生きて働くものとして習得したり，思
考力，判断力，表現力等を豊かなものとしたり，社会や世界にどのように関わるかの視座を形成したりす
るために重要なものであり，習得・活用・探究という学びの過程の中で働かせることを通じて，より質の
高い深い学びにつなげることが重要である。※特別支援学校学習指導要領解説 総則等編(高等部) 158 頁より 
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(３) 「いきる」～学習で身につけた資質・能力が「いきる」場とそのための視点 

「できる」ために必要なことを考えることで「わかる」も考えることができるということを説明して

きましたが、同じように「できる」を考えるために必要なのが「いきる」であると考えます。 

つまり、学習を計画するときには、どこでどのように「いきる」力を付けようとしているのか、から

発想して、そのために何がどのように「できる」ことが必要か、そのためには何を「わかる」必要があ

るか、というように考えていくことで、より「生きて働く力」を育てるための授業改善ができるのでは

ないかということです。 

そのためにはまず、学習で身につける資質・能力を明らかにするとともに、それが「いきる」場を整

理し、それぞれの場において「いきる」ための視点について考えてみました。 

学習で身につけた資質・能力が「いきる」場については、次の 3 つにまとめてみました。 

ア 次の学習に「いきる」 
イ 他の学習に「いきる」 
ウ 生活に「いきる」 

 
ア 次の学習に「いきる」～自己評価、学習評価を生かす 
学習指導要領では、主体的な学びの視点として「自己の学習活動を振り返って次につなげている」こ

と、また、授業の構成のデザインについては「見通しを立てたり学習したことを振り返ったりして自身
の学びや変容を自覚できる場面を設定する」と示されています。 
授業の終わりや、単元等のまとめで行われている「自己評価」（振り返り）は、このように学習目標

の達成状況を評価し、成果や課題を確認したり、次の目標を考えたりする学習活動です。 
「自己評価」で生徒が自分の達成状況を適切に評価できるためには、学習目標の「評価規準」が示さ

れることが必要です。「評価規準」は学習目標を「～ができたか」で表しますが、生徒が適切に自己評
価をするためには、“できたこと”をどこで判断するかを明確にした規準が必要になります。これに対応
してくるのが前出の「できる」で説明されている、「ただできる」と「できる」の違いを理解すること
です。その違いを理解できている生徒は、目標の達成の状況を適切に評価することができると考えられ
ます。 
また、「ただできる」と「できる」の違いが分かるということは、生徒の各教科等の「見方・考え方」

が広がり、深められているということもできると考えます。学習目標の達成は、次の学習に「いきる」
「見方・考え方」が育成されることでもあると思います。 
「自己評価」については、既に各授業で実践されていますが、「いきる」の視点として、「学習活動

の基本的な指導事項」とし、各教科等で共通して取り組むこととします。 
 
「自己評価」とともに、教師が振り返りシートにコメントを書いて生徒に評価を伝えることも行われ

ています。教師の評価の総括は、通知表（個別の指導計画）により伝えられますが、日常的な評価が適
切に行われることにより、総括された通知表の評価も生徒にとって意味のあるものとなります。 
 令和２年度の校内研究は「学習評価」をテーマとし、そのまとめでは、学習評価の在り方を「生徒の
学力の伸長に資するためのもの」と押さえました。評価は達成の状況を示すだけでなく、次に「いかす」
ために行うということを常に意識したいと思います。 
 
イ 他の学習に「いきる」～「学習の基盤となる資質・能力」 
 本校では、「キャリア教育全体計画」等の各全体計画及び「新聞教育」等、重点を置く教育活動の計画
を作成しています。 
これらの計画は、本校の教育課程において、教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成として、

「重点を置く教育活動」の「学習の基盤となる資質・能力」に位置付けられ、各教科等の指導が相互に
関連付けられ、より教育効果を上げることができるように設定されていますが、十分に活用ができてい
ない状況です。 
今後は、各全体計画等に関連する教科等間で連携し、より組織的な取組を進めるため、各全体計画等

および単元・題材配列表を活用し、カリキュラム・マネジメントによる教育課程の改善を進めていくこ
とが求められます。 
なお、本校の教育課程においては「学習の基盤となる資質・能力」として、「言語能力」、「情報活用能

力」、「問題発見・解決能力」の３つが示されていますが、今回作成した「学習の手引き」では、言語能
力に対応させて「話し合いのルールとマナー」を、情報活用能力に対応させて「調べ学習」を掲載し、
「話し合い」や「調べ学習」の基本的な内容を共通理解できるようにしました。 
特に「話し合いのルールとマナー」は、各授業の他、委員会活動など、様々な話し合いの場面で繰り
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返し確認することで、より建設的な話し合いのできるスキルを身につけることができると思いますの
で、学校全体で活用できればと思います。 
ウ 生活に「いきる」～「校訓 探究・協働・健全」の活用 
生活に「いきる」視点は大きく 2つあります。一つは、現在の学校生活や家庭生活に「いきる」こと

です。そしてもう一つは卒業後の社会生活に「いきる」ことです。 
現在の学校生活や家庭生活に「いきる」内容を学習する場合は、生徒に学習の意義も理解され、具体

的で体験的な指導により、より「いきる」学習を行うことができます。 
難しいのは「いきる」場面が日常生活に具体的に対応しない場合です。 

 校内研究の中でも、「すぐに生活に生かすことが難しい内容もある」との意見が出されていましたが、
各教科等の指導内容の中には、日常生活に直接関わらないような内容もあります。 
 「わかる」視点についての説明でも“学習の意義”を生徒に理解させることに触れていますが、生活上
の必要性がわかりにくい学習内容ほど“学習の意義”を理解させることは難しいと思われます。 
 そこで本校では「校訓の活用」に取り組みたいと思います。 
 授業の中で意識的に校訓を活用することで、校訓に込められた、生徒に身につけてほしい力や考え方
を学習内容と関連させ、意識できるようにします。 
 校長が全校集会などの講話の始めに「健全ですか」と生徒に呼びかけることで、「健全」と言う言葉
は生徒にとって今までより身近になっていると思われます。 
その「健全」に対して、例えば音楽の鑑賞で、個人個人が違った感想をもったときに、それが感性の

「多様性」であり、そのような違いがあることを受容できる心の有り様は「健全」であると学習したと
します。生徒にはまた新しい「健全」の意味が理解されます。 
「校訓」が合い言葉のようにいろいろな場面で用いられることで、言葉の意味が膨らみ、その意味と

学習内容がつながることで、学習したことが「いきる」ようになると考えられます。 
「探究・協働・健全」の 3 つの言葉が、生徒にとって身近で、親しめて、重みのあるものとなること

で、そこに結びつけられる学習活動のそれぞれが、“学ぶ意義のあるいきた学び”となるよう、意識して
活用していきましょう。 
なお、本校の教育課程では、教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成について、「重点を置く教

育活動」の「現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力」として「健康・安全・食に関する力」
「主権者として求められる力」「新たな価値を生み出す豊かな創造性」の３つが示され、それぞれに対
応した各全体計画が作成されています。 
各教科等の指導においては、シラバス（年間指導計画）で設定されている単元・題材等について、そ

れら各計画と関連付けながら、生活に「いきる」力を明確にした指導計画を作成することが大切になり
ます。 

 
（４） 単元・題材指導計画における「わかる・できる・いきる」の視点 

実際の学習計画の作成手順と「わかる・できる・いきる」の視点を学習指導要領解説の「『主体的・

対話的…な学び』による授業改善の配慮事項」と関連付けてまとめました。 

「主体的…な学び」では、「単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して」単元等の授業全体の

中で「主体的な学び」をはじめ３つの学びを効果的に組み合わせ、過程を大切にした授業改善を目指す

ことが示されています。 

単元・題材指導計画では、その趣旨を踏まえながら、「わかる・できる・いきる」の視点で、より「生

徒自身の学び」となるよう計画の見直しや作成を進めていきたいと思います。 

【いきる】の視点 

〇学んだことが「いきる」ための「自己評価」のポイント 

・「ただできる」と「できる」の違いがわかる＝評価規準に対する適切な自己評価ができる 

○「いきる」の３つの場とその視点 

ア 次の学習に「いきる」 

・「見方・考え方」を深め、次の学習に生かす 

イ 他の学習に「いきる」 

・教科等横断的な視点による学習の充実：「学習の基盤となる資質能力の育成」 

ウ 生活に「いきる」 

・学んだことを生かす具体的な生活場面の設定 

・教科等横断的な視点による学習の充実：「現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力」 

・「校訓」の活用 
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作成手順 

学習指導要領に示された「授業改善

の配慮事項」及び本校の教育課程と

の関連 

「わかる・できる・いきる」の視点 

(ア)教育

課程上の

位置づけ

を確認 

・シラバスに設定された単元・題材に

ついて、各全体計画や重点を置く教

育活動全体計画との関連、位置づけ

を確認する。 

【いきる】 

・学習内容についての意義や、生活にいかす視点

(どこで「いきる」力か、3 つの場)を考える。 

・校訓との関連を考える。 

(イ)学習

目標の設

定 

・学習指導要領との関連を確認して

設定する。 

・（ア）の各全体計画等との関連を加

味して設定する。 

・３つの柱を偏りなく実現されるよ

うに設定する。 

・学習目標についての評価方法（評価

方法、規準規準）を明確にする。 

【わかる】 

・「学習目標」は「見方・考え方」と関連させ、

何が、どのようにできることを目指すのか、具

体的なイメージをもち、「できる」の視点を踏

まえて設定する。 

【いきる】 

・「自己評価」は生徒が適切に評価できるように、

「学習目標」と合わせて指導の過程で評価規準

や評価の方法を示す。 

( ウ ) 単

元・題材

のデザイ

ン 

①学習予定の計画 

・単元や題材など内容や時間のまと

まりを見通して計画する。 

・見通しを立てたり学習したことを

振り返ったりして自身の学びや変

容を自覚できる場面を設定する。 

・対話によって自分の考えなどを広

げたり深めたりする場面を設定す

る。 

・学びの深まりをつくりだすために，

生徒が考える場面と教師が教える

場面をどのように組み立てるか考

えて設定する。 

【わかる】 

・「学習予定」は、学習活動の内容やつながりが

わかるなど、学習の進め方に見通しもたせると

ともに、生徒が意欲をもつことも大切。 

・目標達成に必要な「基礎・基本となる知識・技

能」を明確にし、実態把握や習得のための指導

を計画する。 

【できる】 

・単元等の全体を見通して、「見方・考え方」を

効果的に働かせるように「対話的な学び」「深

い学び」の場を設定する。 

【いきる】 

・「自己評価」の場面や方法を工夫し、学習評価

を次の学習に生かすようにする。 

②指導方法の計画 

・言語環境の整備と言語活動の充実 

・コンピュータ等や教材・教具の活用 

・体験活動 

・学校図書館、地域の施設の利活用 

【できる】 

・「できる」のイメージを具体的にもつこと。 

・学習活動を深めることが「できる」ための指導

方法の工夫。(「どのように学ぶか」) 
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(５)「わかる」「できる」「いきる」の授業のイメージ 

「主体的・対話的で深い学び」による授業改善について、「生徒自身の学びとなる」ことをポイントとして、「わかる」「できる」「いきる」の視点により学

習を進める授業のイメージです。 

「わかる」ことで「できる」ようになり、「できる」ことで「いきる」ようになるという学習のつながりを考えて授業を組み立てることで、学習の骨子と

それぞれの学習内容の関連や一貫性を整え、生徒の「主体的・対話的で深い学び」を引き出すことができると考えます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「わかる」 
○学習の基本的な指導事項 
・「学習目標」の提示 
・「学習予定」の提示 
・「学習に必要な基礎基本」 
  の確認習得 
※各教科等における日常的 
な指導の中で共通して取 
り組む事項とします。 

「できる」 
○何がどのように「でき
る」かのイメージを具
体的にし、「見方・考
え方」による学習目標
達成に向けた学習活動
に取り組む。 

「いきる」 
○学習の基本的な指導事項 
・「自己評価」 
☆次の学習に「いきる」 
☆他の学習に「いきる」 
☆生活に「いきる」 

「主体的・対話的で深い学び」による授業改善のポイント＝「生徒自身の学びとなる」 

「
わ
か
る
」 

こ
と
で 

「
で
き
る
」 

「
で
き
る
」 

こ
と
で 

「
い
き
る
」 

「できる」ための準備によ
り学習への見通しもつこと
で、「主体的な学び」を引
き出します。 

 

生徒が「ただできる」のではな
く、どのように「できる」ことが
大切かという視点をもって学習す
ることで「対話的な学び」や「深
い学び」に向かいます。教材教
具、体験などの「どのように学ぶ
か」の工夫も大切です。 

 

「生徒自身の学び」として「でき
る」により育成された資質・能力
は、各教科等の「見方・考え方」を
高めるとともに、「学習の基盤とな
る資質・能力」、「現代的な諸課題に
対応して求められる資質・能力」と
して、「生きて働く力」となりま
す。 
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(６)「いきる」の視点で「育成を目指す資質・能力」を明確にした学習計画の作成 

学習活動が目指すのは、学んだことが「生きて働く力」となることです。 
学習指導要領には、「育成を目指す資質・能力」を「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学習に向かう力、人間性等」として分析的に捉え、

それらをバランスよく指導することと示されています。 

「いきる」の視点では、学習でつけたい力を、「どこでどのように『いきる』力なのか」から考えることで、適切な学習活動を選択したり、効果的な学

習場面を設定したりすることができると考えます。

各教科および各教科の単元・題材等の「学習目標」 

 

「
わ
か
る
」
の
視
点
：「
で
き
る
」
状
況
作
り
・
学
習
目
標
、
評
価
規

準
・
学
習
予
定(

効
果
的
な
学
習
場
面
の
設
定)

・
学
習
の
基
礎
基
本

と
な
る
知
識
・
技
能
の
習
得 

 

「
で
き
る
」
の
視
点
：「
生
き
て
働
く
力
」
と
な
る
た
め
の
学
習
活
動

の
工
夫
・
言
語
環
境
の
整
備
と
言
語
活
動
の
充
実
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

等
や
教
材
・
教
具
の
活
用 

・
体
験
活
動 

・
学
校
図
書
館
、
地
域
の
施
設
の
利
活
用 

  

「
い
き
る
」
の
視
点 

【どこで「いきる」力か】 

 

【どのように「いきる」力か】 

 

 
○次の学習に「いきる」 

○他の学習に「いきる」  

○生活に「いきる」   

 「知識及び技能」 
3 つの柱 「思考力、判断力、表現力等」 

「学習に向かう力、人間性等」 
 

学
習
指
導
要
領

と
の
関
連 

各教科等の「見方・考え方」として   

 
「教科等横断的な視点」として 

〇学習の基盤 

・言語能力 ・情報活用能力  

・問題発見、解決能力 

 

「日常生活に必要な力」として 

「教科等横断的な視点」として 

〇現代的な諸課題に対応 

・健康・安全・食に関する力 

・主権者として求められる力 

・新たな価値を生み出す豊かな創造性 

 

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力 

学
習
計
画 



14 

 

(

１) 

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た 

授
業
改
善 

(２)言語活動 

 
(３)教材・教具 

 
(４)見通し・振り返り 

 
(５)体験活動 

(６)施設利活用 

 

(７) 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の配慮事項と「わかる・できる・いきる」の視点の関連 

※     は学習指導要領解説より、授業改善の配慮事項に示された事項       は「学習活動の基本的な指導事項」                                                                                                                          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「わかる」 
学習内容・方法を理解し、見通しをもつ 

「できる」 
学習目標達成に向け質の高い学びを実現する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「いきる」 
学んだことを次の学習や生活に活かす 

対話的 
な 
学び 

 

主体的 
な 
学び 

深い 
学び 
 

自己のキャリア形成の方向性と関連付け 
見通しをもって粘り強い取組 

学ぶことに興味や関心をもつ 
自己の学習活動を振り返って次につなげる 

 

「見方・考え方」を働かせる 
・知識を相互に関連付けてより深く理解 

・情報を精査して考えを形成 

・問題を見いだして解決策を考え 

・思いや考えを基に創造する 

 

言語環境を整えるとともに，各教科・科目等又は各教科等の特質に応じて，生徒の言語活動を充実すること 

自己の考えを広げ深める 
・子供同士の協働 

・教職員や地域の人との対話 

・先哲の考え方を手掛かりに 

コンピュータなどの情報手段環境を整え活用した学習活動の充実、統計資料や新聞，視聴覚教材等教材・教具の適切な活用を図ること 

学習の見通しを立て、振り返りをする活動を計
画的に取り入れる 

各教科等の特質に応じた体験活動を重視し，家庭
や地域社会と連携し体系的・継続的に実施 

学校図書館の活用、読書活動の充実。地域の施
設の活用，資料の活用、鑑賞等学習活動の充実 

学習目標・学習予定の提示 

学習活動の基礎・基本の確認、習得 

学習活動の基礎・基本の確認、習得 

学習目標・学習予定の提示 
 

学習の見通しを立て、振り返りをする活動を計
画的に取り入れる 

自己評価 
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Ⅱ 

「学習の手引き」の活用について 
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１ 「学習の手引き」の活用について 

「学習の手引き」は本校における学習の内容や進め方などについて生徒向けに制作したものです。 

「学習の手引き」の内容は年度初めに生徒に説明する時間を設定しますが、一度に全てを説明する

のではなく、日常の学習活動の中で折に触れて確認するなどしながら、書かれている内容が、生徒に

十分理解され、学習活動の基本的な形として浸透することがねらいです。 

そのためには、教師の指導についても、「学習活動の基本的な指導事項」をはじめとして、「わか

る・できる・いきる」の視点による学習指導を日常的に実践していきましょう。 

内容は、これまでの学習指導の基本的な考え方を整理したもので、本校独自に設定した特色のある

内容ではありませんので、趣旨を踏まえつつ、各教科等の指導方法に沿って取り入れ、学校全体とし

て取り組んでいきたいと思います。 

(１) 「学習の手引き」の構成と「学びのキーワード」について 

   第 1 章「この学校でつける力」、第 2 章「学習の取り組み方」、第 3 章「様々な学習につい 

て」、資料、で構成されています。 

 各章はいくつかの項目になっており、それぞれの項目には、最後に「学びのキーワード」が記

載されています。 

「学びのキーワード」は、日常の学校生活の中で用いることで、学習の意義やポイントなどを

思い出したり確認したりできる“合言葉”のように使うことをねらいとして記載しています。ご

活用ください。 

(２) 「学習の手引き」の活用について 

ア 「学習の手引き」を活用する場面  

次の内容については、各学年等で指導することとします。 

   (ア) 指導時間を設定する内容 

     ① 1学年 

      〇入学後早い時期に学年集会などで次の内容について指導します。 

       ・「校訓」について(７~９頁) 

       ・「わかる・できる・いきる」(11~13 頁) 

       ・「学習のルールとマナー」(14~16 頁) 

     ② ２・３学年 

      〇新年度はじめの学年集会等で次の内容について指導します。 

       ・「学習のルールとマナー」(14~16 頁) 

     ③ 共通 

      〇「学習のルールとマナー」について、学期末の学年集会等で「チェックリスト」を活

用するなどして、学年の状況を確認し、よりルールやマナーが守れるように意識付け

をします。 

   (イ) 上記以外の内容について 

     ① 1学年 

      〇LHR の個人面談の時間等を利用して、しおり全般について目を通すようにします。 

     ② 共通 

      〇「話し合いのルールとマナー」は、“話し合い”のある学習活動の際に、折に触れてみて

確認します。 

２ 「学習の手引き」の改訂について 

  ア 担当部署 教務部研究係 

  イ 改訂時期 校内研究の取組として年度末に先生方から意見をもらい加除修正する。 
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３ 「学習の手引き」の内容と活用のポイント 

「学習の手引き」の各ページについて、各教科等における日常の指導に反映させるポイント等を示し

ています。 

  

 

 

 

 



18 

 

 

  

学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力 

現
代
的
な
諸
課
題
に
対
応
し
て
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力 

【「学習の手引き」活用のポ

イント】「これからの時代を生

きるために大切な力」は、本校

の教育課程に左のように位置付

けられています。 

 各教科等における指導では、

これらの資質・能力の育成につ

いて、各全体計画等との関連を

図り、「いきる」の視点によ

り、どのような力を付けるのか

を明らかにして、指導内容、方

法を計画することが大切です。 

 また、教科等横断的な視点に

よる学習については、学校行事

における指導内容、指導する教

科等の明確化や、教科間の連携

が課題となっている状況です。 

 カリキュラム・マネジメント

の視点から、教育課程にかかる

各計画作成の際に、より一層の

改善充実を図ることが求められ

ています。 
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【「学習の手引き」活用のポイント】 
「校訓」は、「いきる」の視点として、学校全体の「学びの合言葉」として様々な場面で活用し

たいと思います。例えば、単元等の導入時の学習目標の提示のときに「今回の学習活動は特に

「協働」する力が求められます」のように、授業のキーワードとしてイメージをもたせるなどの

ように使うことで、校訓を身近な言葉とし、授業の雰囲気や生徒の意識を高めたいと思います。 

資料 「学習の手引き」説明資料（PP） 
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その中でも、「わかる」についての「学習目標」の提示、「学習予定」の提示、「学習の基礎・基本

の習得、確認」と、「いきる」についての「自己評価」はどの教科等の学習においても共通して指導

する、「学習活動の基本的な指導事項」としました。 

学習内容や、教科等の特性により、必ずしもすべてが設定されない場合もあると思います

が、本校における学習指導の基本として、全ての授業で取り組んでいただきたいと思います。 

また、上記の指導事項については、生徒の混乱をなくすためにも、原則として共通した表記

で使用することとします。 資料 「学習の手引き」説明資料（PP） 

【「学習の手引き」活用のポイント】 

「わかる」「できる」「いきる」は、どの授

業でも、基本的な授業の組み立てや提示され

るものが共通することにより、生徒に学習の

見通しをもたせ、主体的な学びを促すことを

狙いとしています。 
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【「学習の手引き」活用のポイント】 
 

「学習のルールとマナー」は、年度初めなどに生

徒に説明し、確認したり、意識付けをしたりし

て、学習への主体的な取組を学校全体で意識する

ことでより良い授業を作る意識を生徒にも持たせ

たいと思います。 

 大切なのは、ルールやマナーが、自由を制限す

ることや、先生の言うことを聞かせるためにある

のではなく、たくさんの人が共に生活するために

は、「ルールやマナー」を守ることが大切である

ことや、所属する集団や社会がその目的を果たす

ためにも「ルールやマナー」が必要であることを

学んでほしいと思います。 

 指導資料を活用し、学期の終わりに振り返りに

活用するなど、常に意識付けを行い、学習する意

識の高い集団作りを目指したいと思います。 

 

資料・「学習の手引き」説明資料（PP） 

  ・「学習のルールとマナー」チェックリスト 
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【「学習の手引き」活用のポイント】 
 

学習の基盤となる資質・能力の育成における、

言語、情報の学習の資料として掲載していま

す。 

特に、話し合いのルールとマナーでは、学校全

体で共通理解ができることで、特に委員会活動

など特別活動の話し合いをより建設的で活発な

ものにできるよう、内容を理解させ、折に触れ

て確認したり、活動の振りかえりに活用したり

できればと思います。 
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【「学習の手引き」活用のポイント】 

個別の教育支援計画と個別の指導計画は、生

徒一人一人のニーズに対して適切な支援を行う

ための大切な指導計画ですが、生徒自身が自分

の成長のために活用していくことが大切になり

ます。 

この頁では、２つの計画の概要に触れるのみ

ですが、ガイダンスなどを通じて生徒の意識が

高められるようにしていくことが大切です。 
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【「学習の手引き」活用のポイント】 
第３章は、各教科以外の学習についての紹介

です。 

 各授業のオリエンテーションに使用できるほ

ど詳しい内容にはなっておりませんので、クラ

スで個別面談を行っている間に、他の生徒に読

んでもらい、授業について大まかに理解しても

らったり、明日からこの授業が始まるというと

きに、どのような授業なのか確認するなどの活

用ができるのではないかと思います。 
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Ⅲ 

「主体的・対話的で深い学び」につい

ての基本的な事項（改訂版） 
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３ 「主体的・対話的で深い学び」についての基本的な事項（改訂版） 
本資料の内容は、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に取り組む際の、学習指導

計画作成の視点となる基本的な事項を、学習指導要領およびその解説からまとめたものです。 

 

（１）改定の基本方針より「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善推進について 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進する必要性と改善の留意点が示されて

います。 

【引用】特別支援学校学習指導要領解説 総則等編(高等部) 第２節 改定の基本方針 １③「主体

的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進 より 

 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進 

１ 学習の質を一層高める授業改善の取組を活性化していく必要性 

・学習内容を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解するため 

・これからの時代に求められる資質・能力を身に付けるため 

・生涯にわたって能動的に学び続けることができるようにするため 

２ 授業改善の留意点 

ア 授業の方法や技術の改善のみを意図するものではなく，生徒に育成を目指す資質・能力を育む

ために「主体的な学び」，「対話的な学び」，「深い学び」の視点で，授業改善を進める 

イ 通常行われている学習活動（言語活動，観察・実験，問題解決的な学習など）の質を向上させる

ことを主眼とする 

ウ １回１回の授業で全ての学びが実現されるものではなく，単元や題材など内容や時間のまとま

りの中で実現を図っていく 

エ 深い学びの鍵として学習と社会をつなぐ「見方・考え方」を働かせることが重要 

オ 基礎的・基本的な知識及び技能の習得に課題がある場合には，それを身に付けさせるために，

生徒の学びを深めたり主体性を引き出したりといった工夫を重ねながら，確実な習得を図るこ

とを重視すること。 

（２）学習指導要領より「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 その１ 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の配慮事項が示されています。 

【引用】特別支援学校高等部学習指導要領 総則第 3 款教育課程の実施と学習評価 １ 「主体的・

対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 より 

 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の配慮事項 

  (１)主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

  〇３つの柱を偏りなく実現されるように 

  〇内容や時間のまとまりを見通して 

  ○「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を行う 

  〇特に「見方・考え方」を働かせる過程を重視する 

(２)言語環境の整備と言語活動の充実 

  (３)コンピュータ等や教材・教具の活用 

  (４)見通しを立てたり学習したことを振り返ったりする学習活動 

  (５)体験活動 

  (６)学校図書館、地域の施設の利活用 

 

 



29 

 

（３）学習指導要領より「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 その２ 

「主体的・対話的で深い学び」のそれぞれの学びについての視点や、単元・題材の構成についての考

え方、「見方・考え方」など、キーワードとなる内容についての視点が示されています。 

【引用】特別支援学校学習指導要領解説 総則等編(高等部) 第４節教育課程の実施と学習評価 １

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善(１)より抜粋 

 

１ 「主体的・対話的で深い学び」の 3 つの視点 

(１)「主体的な学び」 が実現できているかという視点。 

・自己のキャリア形成の方向性と関連付けている  

・見通しをもって粘り強く取り組めている 

・自己の学習活動を振り返って次につなげている 

(２)「対話的な学び」が実現できているかという視点 

・子供同士が協働している 

・教職員や地域の人との対話をしている 

・先哲の考え方を手掛かりに考え自己の考えを広げ深めている 

(３)「深い学び」が実現できているかという視点 

・「見方・考え方」を働かせる 

・知識を相互に関連付けてより深く理解している 

・情報を精査して考えを形成している 

・問題を見いだして解決策を考えている 

・思いや考えを基に創造している 

２ 「主体的・対話的で深い学び」の単元・題材の構成  

・1時間で実現するものではなく内容や時間のまとまりのなかでデザインする 

・基礎・基本の習得に課題がある場合は、主体性…を引き出しながら確実に習得 

３「見方・考え方」 

・社会の中で生きて働くものとして習得 

・思考力，判断力，表現力等を豊かなものとする 

・社会や世界にどのように関わるかの視座を形成したりする学びの過程の中でより質の高い深い学

びにつなげることが重要 

４「思考・判断・表現」の過程 

(１)問題発見・解決につなげていく過程 

(２)考えを形成したりしていく過程 

(３)思いや考えを基に構想し，意味や価値を創造していく過程 
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（４） 学習指導要領解説より 知的障害教育の基本的な事項 

知的障害境域における特性等に対する配慮や対応の基本が示されています。 

【引用】特別支援学校学習指導要領解説知的障害教科等編(高等部)第 2節指導の特徴について より 

 

(1) 知的障害のある生徒の学習上の特性等から次のようなことが重要である。 

・知識や技能等を実際の生活場面に即しながら、継続的、段階的に身につける。 

・抽象的な内容の指導よりも、具体的に思考や判断、表現できるようにする。 

・教材・教具、補助用具、生徒への関わり方の一貫性や継続性の確保など環境的条件を整える。 

 

(2) 知的障害のある生徒の教育的対応の基本 

①生徒の教育的ニーズを的確に捉え、育成を目指す資質・能力を明確にして指導目標を設定する。 

②生活に生きて働く知識及び技能、習慣や学びに向かう力が身に付くよう指導する。 

③将来の職業生活に必要な基礎的な知識や技能、態度及び人間性等が育つよう指導する。 

④生活の課題に沿って、生活を工夫していこうとする意欲が育つよう指導する。 

⑤自発的、主体的な活動を促し、課題を解決しようとする思考力、判断力、表現力等を育む。 

⑥自ら見通しをもって主体的に行動できるよう、日課や学習環境などを分かりやすくする。 

⑦生活に結び付いた具体的な活動を学習活動の中心に据え成功経験を豊富にする。 

⑧生徒の興味や関心等に着目し、段階的な指導を行うなど学習活動への意欲を育てる。 

⑨生徒が集団において役割が得られ活動後には充実感や達成感、自己肯定感が得られるようにする。 

⑩生徒一人一人の課題に応じるとともに、生徒の生活年齢に即した指導を徹底する。 
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